　～危険物地下貯蔵タンクを保有する関係者の皆様へ～
[image: image1.emf][image: image2.jpg]




[image: image3.png]|~ TR Eﬁ/aéﬁﬁféﬂ%?@%ﬁéjw

HTERA ISR

EISR DM TR S > 2 (LT D REBAIEHERFICDINVT

L4, #RETES > 7 OfERYRIHES I H 0 X9, €T
JER ORI R L fERYTR BB LR 2 B E LT, fERYORHIZ
BT oBED—HE2RET 8N (FR2 2ERBERHET 175) kO
FERY ORI BT D EAl L OREMEDOHE 2 E D 2 EHRD—HZH®IET %
e CERR 2 2HERBEDTERE2465) 0%, TNETNER2 2446 H 2

s, Ek2 3E2H 1HMSlifrENE L

SEIOKIER, MM FICE B S Nl —EROM RIS > 7 05 bREBEK, BEk ]
ORFR VR REN —EOEHCHKL T2 00% [BROBTIIRICH VTS > 7] |, ¢
BREOBZNE N TFEMY > 7] ELTRAL, ZORMISLT, ¥ >V NEOBRER |
kT2 —F 4 LT EOHBEMT S LEERNELTEHDTT, f
WBE THR2541H31HETOMI, RBRMOAICESZEER>TBDET,

AT

(h#EE T ICEFER SN/ HE —EROMTETES > o DH]

( & B F ®H ]

HWFBFR S > 7 DR ORBEERITE U T [BROBENDRICEH W RIS > 7% O
EZfTD T EMS, BEETKOHRIESRDIET S N/2%d, HTHESY > 7 OFRBEEROFHEIZ
W, THEEOBENIRFICTE VTS > V%] OBEGICHATIHENH D0, TORR

WCHNHEDOEREMNIET 200 —T 4 > JHEOEBEH#H UzTNER0 EEA.

Fiz, U DOHRGHNE, BEROMEICE ST TBEOBZENNE N 1S BREOBZTN
BEIZEW] BT IT2880H0ETOT, —HEBICRSAVWEIFEELTIEI N,

NEZAZ T OETORIZY >0 ODREEZFRDZLENH DX TETN, TOHRY
| U ODBEBRELLSEATVLE G, HBEGTORBEITEGLBWERE, NRF( =2
g 7@%11%? YO DERDLTERIBDET,

72

A

77777

1&8 Lt X HBA A S HBA



既設の地下貯蔵タンクに対する流出防止対策等について

近年，地下貯蔵タンクの危険物流出事故が増加傾向にあります。そこで腐食の早期発見と危険物流出事故防止対策を目的として，危険物の規制に関する規則等の一部を改正する省令（平成２２年総務省令第７１号）及び危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示の一部を改正する件（平成２２年総務省令告示第２４６号）が，それぞれ平成２２年６月２８日に公布され，平成２３年２月１日から施行されました。
　今回の改正は，地盤面下に直接埋没された鋼製一重殻の地下貯蔵タンクのうち設置年数，塗覆装の種類及び設計板厚が一定の要件に該当するものを「腐食のおそれが特に高い地下貯蔵タンク」，「腐食のおそれが高い地下貯蔵タンク」として区分し，その区分に応じて，タンク内面の腐食を防止するためのコーティング等の措置を講ずることを主な内容とするものです。
経過措置　平成２５年１月３１日までの間は，なお従前の例によることとなっております。
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【地盤面下に直接埋没された鋼製一重殻の地下貯蔵タンクの例】
【注意事項】
地下貯蔵タンクの仕様及び設置年数に応じて「腐食のおそれが特に高い地下貯蔵タンク等」の判定を行うことから，改正省令及び改正告示が施行された後も，地下貯蔵タンクの設置年数の経過に伴い，「腐食のおそれが特に高い地下貯蔵タンク等」の要件に該当する場合があるため，その時点までに内面の腐食を防止するためのコーティング等の措置を講じなければなりません。

また，タンクの設計板厚，塗覆装の種類によっては「腐食のおそれが高い」から「腐食のおそれが特に高い」に移行する場合がありますので，注意してください。
　内面ライニングの施工の前にタンクの状態を調べる必要がありますが，その結果タンクの腐食が著しく進んでいる場合，消防法令の基準に適合しない場合は，内面ライニングが施工できず，タンクの使用もできなくなります。
　
福山地区消防組合
御自分のタンクが，いつからどの区分に該当することになるか御確認ください。
　地下貯蔵タンクの内面にコーティング等の措置を講ずる必要があるタンクは，地盤面下に直接埋設された鋼製一重殻の地下貯蔵タンクのうち，次のとおりです。　
〇 腐食のおそれが特に高いタンク・腐食のおそれが高いタンク
	塗覆装
	設計板厚
	設置年数　

	
	
	２０年以上３０年未満
	３０年以上４０年未満
	４０年以上

５０年未満
	５０年以上

	アスファルト
	６．０㎜以上
	
	
	
	

	
	６．０㎜未満
	
	
	
	

	
	４．５㎜以上
	
	
	
	

	
	４．５㎜未満
	
	
	
	

	モルタル
	８．０㎜以上
	
	
	
	　

	
	８．０㎜未満
	
	
	
	　

	
	６．０㎜未満
	
	
	
	　

	
	４．５㎜未満
	
	
	
	

	エポキシ樹脂　又は
タールエポキシ樹脂　
	６．０㎜以上
	
	
	
	

	
	６．０㎜未満
	
	
	
	

	
	４．５㎜未満
	
	
	　
	

	強化プラスチック
	４．５㎜以上
１２．０㎜未満
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	４．５㎜未満
	
	
	
	


※　設置年数 ： 地下貯蔵タンクを埋設したときの完成検査済証交付日からの経過年数
設計板厚 ： 地下貯蔵タンク設置時の申請書類等に記載されている板厚
	区分
	流出事故防止対策

	腐食のおそれが特に高いタンク
	
	（１），（２）　　　のいずれか措置

	腐食のおそれが　　高いタンク
	
	（１），（２），（３）のいずれか措置


※　流出事故防止対策　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（１）コーティング　地下貯蔵タンクの内面全体にガラス繊維強化プラスチックライニング（FRP）　

　を２ｍｍ以上の厚さに被覆するもの

（2） 電気防食　　　地下貯蔵タンクの周囲に電極を埋めることにより，地下に埋設されたタンク
　へ外部から直接電流を流すなどの方法で，腐食の進行を防止するもの
（3） 危険物の微少な漏れを検知するための設備　　　　
地下貯蔵タンクに貯蔵されている危険物の液面を常に計測して，直径０.３
ｍｍ以下の開口部からの危険物の漏れによる液面の変化を検知し，警報を発することができる常時監視装置の設備（高精度液面計等が該当）
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